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今月の貫通事故相談日

7月27日 (火〕

市役所第 1会議室

10時00舟-15時目。骨

怠るべ<...に関係の書煩を

ご姥嘗ください

帽罰聞剛・ 圃圃闘岨嗣舗箇幽幽凶制帽圃圃 側 聞網"・・幡網目

O 
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〔

乙

乙

を

と

じ

て

t
だ

さ

も、

) 

鏑木鉢を抱いて書Uの全校生徒 東大村4掌校にて

やがて花咲く情操教育のつぼみ O 

楽しいー鉢教育

東大"小学俊 OJIJ頭才吉峻Il)では、美しいものを自

分で作るためには、どれだけものをたいせつにし、:11:怖

をそそがなければ怒らはいか、生徒に身をもヲて暫4暑さ

せ、あわせて花い吋出、運動として、佼舎を花で飾ろう

と、金俊生徒86名に樋木鉢を贈入し.菊の酋を纏えさせ

て、 f育機敏曹を行忽っております.

生徒たちは.自分の鉢に名前をつけて、たいせつに膏

てておりますが、そのかわいがりょうは 『雨の日にかさ

をさして水をかける』とい。たエ ピソードもあるほどで

生徒たちはζのー銚薮習で、 剰に対する愛情と、ものを

たいせつにする ζとを覚え、やがて花咲く秋のおとずれ

をたのしみに、き ょうも水をかけたり.鉢をみがいたり

袋内はいつも婚の醤題がい勺ぱいで、たのしい勉強がつ

づいております.

毎月 18・15回発行 発行所/大村市役所緬集人/組事謀長 岩 永敬之 即痢所/隆文祉印刷所
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(2) 

常
陸
宮
殿
下
、
同
妃
殿
下

り

-・園、、

‘・圃

おおむ

8月3日

来

大

第
十
三
回
国
立
公
園
大
会
ヘ

八
月
四
日
雲
仙
で
聞
か
れ
る
第

十
三
回
国
立
公
園
大
会
へ
ご
出
席

の
常
陸
宮
殿
下
と
同
妃
殿
下
は、

八
月
三
日
十
四
時
十
五
分
、
大
村

空
港
に
お
着
き
に
な
ら
れ
、
十
四

時
三
十
分
、
長
崎
へ
お
た
ち
に
な

ら
れ
る
ご
予
定
で
す
。
奉
迎
に
際

し
て
は
、
次
の
こ
と
を
守

っ
て
、

心
か
ら
お
迎
え
し
ま
し
ょ
う。

幅
一
奉
迎
の
位
置
は
下
図
の
と
お
り

で
す
。
定
め
ら
れ
た
奉
迎
沿
道
で

は、

殿
下
の
お
車
は
除
行
さ
れ
ま

す
が
、
そ
れ
以
外
の
と
こ
ろ
で
は

ス
ピ
ー
ド
を
あ
げ
で
ど
通
過
に
な

ら
れ
ま
す
の
で、

定
位
置
で
お
迎

え
く
だ
さ
い
。

圃
木
の
上
、

屋
上、

横
断
歩
道
橋

等
高
所
で
の
奉
迎
は
つ

つ
し
み
ま

7

レ
ょ
v

つ
。

画
指
定
さ
れ
た
奉
迎
場
所
に
は
、

ど
通
過
予
定
時
刻
の
少
な
く
と
も

十
分
前
に
は
集
ま

っ
て
く
だ
さ
い

圃
雨
天
の
場
合
、
奉
迎
者
の
雨
具

の
使
用
は
さ
し
っ
か
え
あ
り
ま
せ

ん。

市政だより

⑤ 

つ

圃
奉
迎
用
小
旗
は
自
主
的
に
行
な

っ
て
さ
し
っ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。

圃
飼
い
犬
は
必
ず
家
に
つ
な
い
で

お
き
ま
し
ょ
う。

司直お
帰
り
は
八
月
七
日
十
四
時
二

十
五
分
、
大
村
空
港
に
お
着
き
に

な
り
、
十
四
時
四
十
分
発
で
お
帰

り
に
な
る
ご
予
定
で
す
。

一
八
月
三
日
荒
天
の
た
め
、
航
一

一
空
機
福
岡
空
港
着
陸
の
と
き
は
一

一
博
多
駅
(
急
行
い
な
さ
五
号
)
J
-

一
長
崎
駅
着
の
ど
予
定
で
す
。
一

一

八
月
三
日
航
空
機
就
航
不
能
一

一
の
と
き
は
八
月
四
日
十
一
時
四
-

一
十
分
大
村
空
港
着
、

十

一

一

一
の
ど
予
定
と
な
り
ま
す
。
一

ゆ

明

け

の

大

語家E

耐 力汁7L-___________~一一一一一一

市 れ7

i~í. 草日

第 13回 国立公園大会一般送迎位置図

8月3日 (火)主出担え斗三百安田石0分

二
本
松

・

エ
l

ワ

ン

'

Hr-フ
イ
・
吋
ノ
J
a
ン
4

久
原
停
留
所
・

町
」内

大

そ 34 

-
民
帥
ん
か
郎

つ

L 
「

桝
本
医
院
・

(竹
松
川
隣
)

分

l

利
低
物
・コ

一捌

一
線

一

如

l
p

・JD
Z

一到

Z・

ゴ
マ
ツ
民
健
川

匡

道

z・
郡
小
山
下
山代

初
ニ

者
二土

政
山
川
山
口
川

・

t;'タ
タ

1己1，1;• 
ペ
プ
シ
コ
l
ラ

γ
一

均

-

国

じ

を

し

ま

し

保

険

料

の

免

除

申

請

は

国

七

月

末

日

ま

金

一j
一

国
民
年
金
は
、
と
ど
こ
お
り
な

一九

L
L
く
納
め
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
の
恩

寸

l
l
典
を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ

た
り
、

一

今
ま
で
納
め
て
い
た
も
の
が
む
だ

一

に
な

っ
た
り
し
ま
す
が
、
ど
う
し

「
l

i
て
も
保
険
料
を
納
め
る
乙
と
が
困

難
な
方
に
は、

毎
年
七
月
末
日
ま

で
に
、

免
除
申
請
を
提
出
し
ま
す

と、

そ
の
年
度
の
保
険
料
が
免
除

(保
険
料
を
納
め
な
く
て
も
将
来

ー

市

長

市

政

懇

談

で

lこ

圃
空
港
で
の
駐
車
は
係
員
の
指
示

に
し
た
が
っ
て
く
だ
さ
い
。

直
写
真
を
と
ら
れ
る
方
は
お
車
の
川
ほ
同
川
畑

j
o

そ
ぼ
な
ど
に
出
て
と
ら
れ
る
と
混

血
道

雑
を
誘
う
原
因
と
な
り
、
ま
た

九
州
物
産
川
祖
国

!
;
:
 

危
険
で
す
か
ら
ど
遠

慮
く
だ
さ

7

仕
組
ヌ
夕
、

i
扇
川
LJ

・
新
城
人
口

-
ト
ヨ
タ
自
動
中

民

年

年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

こ
と
)
さ
れ
ま
す。

た
だ
し、

年
金
の
額
は
全
額
納

め
て

い
る
人
よ
り
い
く
ら
か
少
な

く
な
り
ま
す。

こ
の
よ
う
な
方
は
ど
遠
慮
な
く

市
保
険
年
金
課

(出
張
所
管
内
は

各
出
張
所
)
へ
印
鑑
お
よ
び
年
金

手
帳
を
持

っ
て
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

と

語一

る

ム、
A 

開

催

市政懇談会開催日時及び場所 せ 各市

直 旦IMj FEfJ I哩 !旦豆-lZ富芸
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⑥ 

市
政
だ
よ
り
は

七
月
か
ら
月
二
回
〆'ー、、

Fミ

国
庫
債
券
で
引
揚
者
に

事
業
資
金
を
貸
付

引
揚
者
特
別
交
付
金
国
庫
債
券

を
持
っ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
つ

ぎ
の
と
お
り
事
業
資
金
の
借
入
申

請
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
七
月

三
十
日
ま
で
に
市
社
会
課
へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

マ

条

件

引
揚
者
特
別
交
付
金
国

庫
債
券
の
記
名
者
で
あ
っ
て
、
事

業
資
金
を
必
要
と
す
る
者
。

り

マ
貸
付
限
度
額

一
記
名
者
に
つ

い
て
十
五
万
円
以
内

おおむ

マ
貸
付
額
賦
札
七
枚
分
の
別
表

価
格
と
す
る
。
な
お
、

借
入
申
請

が
貸
し
付
け
で
き
る
資
金
の
わ
く

に
達
し
た
と
き
は

締

め
切
り
ま

す。

市政だより

市
立
幼
稚
園

教
諭
を
募
集

。
募
集
人
員

名

。
応
募
資
格

昭
和
二
十
四
年
四

月
二
日
か
ら
昭
和
二
十
六
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
女
子

で
短
期
大
学
を
卒
業
し
、
幼
稚

園
教
諭
免
許
を
取
得
し
た
者

。
受
験
手
続
及
び
受
付
期
間
市

教
育
委
員
会
庶
務
課
に
受
験
申

込
書
が
あ
り
ま
す
の
で
、
七
月

二
十
日
か
ら
八
月
十
日
ま
で
の

執
務
時
間
中
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い

。
試
験
日
時
及
び
場
所
昭
和
四

十
六
年
八
月
二
十
三
日
午
前
九

時
か
ら
大
村
市
中
央
公
民
館
で

実
施
し
ま
す

。
試
験
科

目

一

般
教
養
(
国
語
・

数
学

・
理
科

・
社
会
・
作
文
)

専
門
教
養
(
幼
稚
園
教
育
要
領
)

実
技
(
音
楽
・
リ
ズ
ム
・

絵
画
)

面
接

額
一円
日
叩

必
閃
臼
剖
叩
目
別

m
m
m
m
m
ω
叩
路
町

m
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n
x
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R
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門

i

n
u
R
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守
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1
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d
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h
u
-
-
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I

E

d

q
u
Q
U
O
υ
n
x
U
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A
n
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付
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1
5
1
1
1
ι
ι
9
2
1
1
1
8
1
ι
n
b
L
5
0
h
ι

一
一

1
A

可

』

句

i
噌

i

q
凸

9
u
o
u
q
u
q
u
Aヨ
R
u
nn
v
ρ
n
u
ρ
O
RU
Q
U

表
一貸

一

4
e

:

見
調
-
円

金
一千

7
m
u
m別
邸
初
出
羽
必
叩
閃
刊
円

ω
m臼
m
m叩

面
一

1
1
1
1
1
1

券一

(3) 

。
く
わ
し
い
こ
と
は
市
教
育
委
員

会
庶
務
課
へ

引
揚
者
特
別
交
付
金

国
庫
債
券
を
買
い
上
げ

引
揚
者
特
別
交
付
金
国
庫
債
券

を
持
っ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
つ

ぎ
の
と
お
り
国
庫
債
券
買
上
償
還

の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
の

で
、
七
月
三
十
日
ま
で
に
市
社
会

課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

④
買
上
条
件
生
活
保
護
法
に
よ

り
保
護
を
受
け
て
い
る
者
、
ま
た

は
現
に
保
護
を
受
け
て
い
な
い
が

生
活
に
困
窮
し
て
い
る
者
。

④
買
上
限
度
額
一
記
名
者
に
つ

い
て
十
二
万
円
以
内
。

日
・
十
五
日
〉

発
行
に
な
り
ま
し
た

第

十

二

回

。
と
乙
ろ

④
買
上
価
格

賦
札
七
枚
分
の
別

O
参
加
資
格
満
五
才
以
上
小
学

表
価
格
と
す
る
o

な

お

、

買

上

申

六

年

ま

で

の

少

年

少

女

請
が
資
金
の
わ
く
に
達

し

た

と

た

だ

し

、

保

護
者
同
伴
の
こ
と

き
は
受
け
付
け
を
締
め

切

り

ま

す
。

親
子
ス
ケ
ッ
チ
大
会

七
月
十
八
日
(
日
)

午
前
十
時
I
午
後
二
時

大
村
公
園
噴
水
付
近

市
内
幼

・
小
・
中
学
生

と
そ
の
父
母

持
参
品

弁
当
、
絵
画
用
具

(ク

レ
ヨ
ン
、
ク
レ

パ
ス、

水
彩
)

大
村
青
年
会
議
所

大
村
市
、
市
教
育
委
員
会

と

き

と
乙
ろ

資

格

後 主
援 催

少

年

少

女

ゴ
ム
ボ
ー
ト
大
会

。
と
き

七
月
二
十
七
日
(
火
)

午
前
十
時
か
ら

(荒
天
の
場
合
は
延
期
)

大
村
競
艇
場
内

。
申
込
方
法

往

復

は
が
き
に
氏

名
、
年
令
、
住
所
、
保
護
者
名

一
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υ
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ρ
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A
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d
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U
p
h
U
4
1
A
n
H
u
n
u
u
p
h
υ
ρ
h
u
r
η
U
細
川
崎

A
n叫
υ

一上
一

ι
ι
1
L
L
ι
ι
札
口
'
u
q山

o
h
L
L
L
ι
L
L
ι
Q山

ι

一

一

1
ム
寸

i
n
o
qU
9
u
nd
q
U
AAA
v
h
u
ρ
h
u
ρ
o
n
O
0
6
Q
U

表
一買
一

i

l

l

-

-額
一円

金
一千

7叩
M
m
m
m印
白
羽
川

M
m
m叩
円

ω四
日
目
印
叩

面一

1
1
1
1
1
1

券一

明
記
の
う
え
主
催
者
に
申
し
込

む
こ
と

。
締
切

日

七

月
二
十
五
日

参
加
者
に
は
記
念
メ
ダ
ル
贈
呈

一
般
試
乗
会
も
行
な
い
ま
す

。
主
催

大
村
市
玖
島
郷
十
五
番
地

大
村
市
事
業
課
電
話
三
三
四
二

長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
定
会

電
話
六
一
九
四

水
上
ス
キ
!
講
習
会

⑨
と
き

七
月
二
十
八
日
(
水
)

七
月
二
十
九
日

(
木
)

九
時
三
十
分
か
ら
十
七
時
ま
で

(荒
天
の
場
合
は
延
期
)

大
村
競
艇
場
内

ゐ?と
こ
ろ

⑨
参
加
資
格

一
般
男
女

(満
十
五
才
以
上
)

⑨
申
込
方
法

往
復
は
が
き
、
ま

た
は
電
話
で
氏
名
、
年
令
、
住

所
明
記
の
う
え
主
催
者
に
申
し

込
む
こ
と

ふ⑨
締
切
日

七
月
二
十
五
日

⑨
会
費

三

百

円
(
た
だ
し
、
二

日
閣
の
昼
食
代
と
し
て
)

⑨
海
水
着

・
タ
オ
ル

は
持
参

⑥
主
催

大
村
市
玖
島
郷
十
五
番
地

大
村
市
事
業
課
電
話
三
三
四
二

長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会

電
話
六
一

九
四

家
庭
園
芸
講
座

坐
と
き
七
月
二
十
五
日
よ
り
九

月
二
十
六
日
ま
で

毎
週
日
曜
日
午
前
九
時
よ
り

十
一
時
ま
で
(
十
回
)

告
と
乙
ろ
大
村
市
中
央
公
民
館

J

と
県
立
大
村
園
芸
高
等
学
校

M
A

対
象
市
内
在
住
の
成
人
男
女

坐
人
員

四

十
名

坐
内
容

庭

木

、
盆
栽
、
花
き、

家
庭
菜
園
に
つ
い
て
、
育
て
方

手
入
れ
の
仕
方

分
講
師
県
立
大
村
園
芸
高
等
学

校
富
永
教
諭
ほ
か
数
名

坐
申
し
込
み
七
月
二
十
二
日
ま

で
(
先
着
順
で
締
め
切
り
ま
す
)

大
村
市
中
央
公
民
館
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

坐
受
講
料
は
無
料
で
す
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

審
判
講
習
会

七
月
二
十
五
日
(
日
)

十
時
J
十
六
時

と
こ
ろ
大
村
工
業
高
校
体
育
館

対

象

バ

レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
員

及
び
一
般
愛
好
者

講
師
県
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
協
会
公

認
審
判
員

※
備
考
携
帯
品

ル
l
ル
ブ
ッ

ク
、
ホ
イ
ッ
ス
ル
、
運
動
服
、
弁

当
、
筆
記
具
、
体
育
館
用
く
つ

と

会
」
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(4) 

小
さ
な
親
切
と

美
し
い
ま
ち
の

話
題
を
さ
が
す
運
動

りおおむ

私
た
ち
の
ま
ち
を
麗
し
く
す
る

た
め
に
、
一
人
一
人
が
一
日
一
度

の
親
切
を
い
た
し
ま
し
ょ
う。

皆
さ
ん
の
ま
ち
で
、
忘
れ
ら
れ

が
ち
な
美
し
い
話
題
を
市
民
に
知

ら
せ
ま
し
ょ
う
。

市政だより

こ
う
し
た
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
場

面
、
皆
さ
ん
の
誇
り
と
す
る
美
し

い
話
題
を
、
カ
メ
ラ
を
通
じ
て
ど

紹
介
く
だ
さ
い
。

応
募
さ
れ
た
写
真
の
中
か
ら
市
政

だ
よ
り
に
掲
載
ま
た
は
市
役
所
内

に
展
示
公
開
し
ま
す
。

応
募
期
間
は
、
七
月
か
ら
来
年
三

月
五
日
ま
で

サ
イ
ズ
、
キ
ャ
ビ
、
不
(
白
黒
、
カ

ラ

l
自
由
)

送
り
先

市
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
内

大
村
市
市
民
運
動
推
進

協
議
会論

文

募

集

大
村
青
年
会
議
所
で
は
九
月
十

一
日
『
知
事
を
囲
む
市
民
大
集
会
』

を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
左
記

の
テ
l
マ
で

論
文
を
募

集

し
ま

す。『新
空
港
と
私
た
ち
の
都
市
づ
く

り』

新
空
港
を
生
か
し
た
建
設
的

な
意
見
を
期
待
し
ま
す
。

募
集
要
項

閏
資
格

一
般
市
民

「
男
女
不
問

中
・
高
校
生
も
含
む
」

図
期
間

七
月
二
十
日
l
八
月
十

五
日

ロ

字

数

回

百
字
詰
原
稿
用
柾
田

枚
以

内

住

所
、
氏
名
、
年
令

職
業
、
性
別
を
明
記
の
こ
と
。

図
表

彰

入

選

四

名

図
発

表

九

月
十
一
日

市
民
会
館
に
て

図
あ
て
先大

村
市
東
三
城
町
六
の

二

大
村
青
年
会
議
所

自

衛

官

募

集

防
衛
庁
で
は
、
わ
が
国
の
平
和

と
独
立
を
守
り
、
社
会
生
活
に
必

要
な
技
術
及
び
規
律
と
将
来
に
役

だ
っ
人
に
な
る
た
め
、
陸
、
海
、

空
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
衛
官
を
次
の

要
領
で
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

令
受
験

資

格

満

十
八
才
以
上
、

二
十
五
才
未
満
の
日
本
国
籍
を
有

す
る
男
子
。

日 |住所 |診 療 科 目|医院名 |電話

武 部 内 科近藤医院 2527 

1 
東本町 整 形 外科 貞 松 整形 2602 

日西三城 内 科琴尾 医院 2056 
皆同郷 小児 科 田川小児 科 8545 I 

玖 島 内科 寺 井 医 院 3574 

8 
本町 眼 科岩 崎 眼科 R435 

日 乾馬場 整 形 外科 牟 田 整形 4501 
竹 松 内科・外科 原 医 院 8427 

東三域 産 婦 人科|長 野 病 院 2107 
諏訪 小 児 科出口小児科 2252
辻田内・産婦人科 朝 長医 院 3266
寿古郷 内 科長 崎 医 院 8615

武 部It--22 
杭出津 産 婦 人 科 中央産婦人科 3850
古 町 外 科目 崎外科 2345
原 口内.整形外科 橋 口医 院 8739

日 |内 科!- 1412西三域 内 科南野医院 3735
松並整形 外 科松永整形 4300
並松内 科野口医院 2339

8月の日曜当番医

"‘、'J 

/ 

〈∞ν
志
願
の
手
続
き

志
願
票
が
市
役
所
市

民
課
窓
口
係
及
び
地

方
連
絡
部
大
村
出
張

所
(
大
村
部
隊
内
)

に
あ
り
ま
す
。

〈∞〉
試

験

中

学
校
卒

業
程
度
の
学
力
に
つ

い
て
行
な
う
。

試
験
科
目
は
、
筆
記

試
験
、
口
述
試
験
、

身
体
検
査
υ

や
募
集
期
間
昭
和

四
十
六
年
七
月
一
日

か
ら
昭
和
四
十
六
年
九
月
三
十
日

ま
で
。

※
そ
の
他
、
合
格
発
表
、
入
隊
日

給
料
、
身
分
保
障
等
く
わ
し
い
乙

と
は
大
村
部
隊
内
地
方
連
絡
部
へ

第
九
回
農
業
高
校
等

生
徒
作
文
募
集

優
秀
な
農
業
後
継
者
を
確
保
す

る
対
策
の

一
環
と
し
て
、
全
国
の

農
業
高
校
、
経
営
伝
習
農
場
等
の

生
徒
を
対
象
に
、
次
の
要
領
で
募

集
さ
れ
ま
す
。

-
募
集
の
題
名

ω私
の
理
想
と
す
る
農
村

凶
私
が
選
ん
だ
農
業
の
友

2
応
募
資
格

農
業
高
校
(
普
通
高
校
農
業
課

程
を
含
む
)
在
校
生
お
よ
び
農

業
経
営
伝
習
農
場
在
校
生
、
そ

の
他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
。

3
原
稿
の
枚
数
等

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
五
枚
、

縦
書
、
ひ
と
り
一

編
の
こ
と

(鉛
筆
書
き
は
不
可
)

4
締
切
日

昭
和
四
十
六
年
九
月
三
十
日

(同
日
付
消
印
有
効
)

5
入
選
発
表

十
二
月
三
日
付
け
全
国
農
業
新

聞
紙
上

6
そ
の
他

ω応
募
原
稿
は
学
校
(場
)名、

所
属
学
科
、
学
年、

性
別
、
住

所
、
氏
名
を
明
記
の
う
え
学
校

(
場
)
長
の
推
せ
ん
状
を
つ
け
て

送
付
す
る
こ
と
。

間
応
募
原
稿
は
返
却
さ
れ
な
い

問
原
稿
送
付
先

東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町
一
の

七
全
国
農
業
会
議
所
内

第
九
回
全
国
農
業
新
聞
農
業
高

校
等
生
徒
作
文
募
集
係

※
詳
し
く
は
市
農
業
委
員
会
へ

教

育

講

演

会

八
月
三
日
(
火
)

午
後
二
時
か
ら

⑨
と
乙
ろ
大
村
市
民
会
館

(全

館
冷
房
)

⑨
と
き

A
W
演
題

わ
た
し
の
夢
見
る
教
育

⑨
講
師

玉
川
大
学
長
小
原
国
芳
先
生

京
大
教
育
哲
学
科
卒
業
、

夢

見
る
「
理
想
の
学
校
」
(
著
書
)

を
実
践
経
営
さ
れ
、

幼
稚
園
か

ら
小
、
中
、
高
校
、
大
学
と
一

貫
し
た
玉
川
学
園
教
育
は
、
あ

ま
り
に
も
有
名
で
す
。

著
書
に
玉
川
百
科
大
辞
典
、
小

原
国
芳
全
集
、
日
本
新
教
育
百

年
史
、
ほ
か
多
数
。

⑨
入
場
料
無
料
。
た
だ
し
、
会

場
整
理
の
た
め
入
場
整
理
券
を

発
行
し
ま
す
。

⑩
申
込
先
入
場
整
理
券
は
、
市

内
各
小
、
中
学
校
P
T
A
事
務

局
、
市
内
各
地
区
婦
人
会
長
宅

市
社
会
教
育
課
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

な
お
、

枚
数
に
制
限
が
あ
り

ま
す
の
で
早
め
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

特
設
人
権
相
談
所

昭
和
四
十
六
年
七
月
三
十

日
午
前
十
時
J
午
後
三
時

と
こ
ろ
竹
松
出
張
所

担

当

者

法

務

局

田

口

冨
美
夫

人
権
擁
護
委
員
藤
戸
三
郎

姉
川
浄
弘

谷
川
小
夜

ム
」
キ
己

1/ 

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
講
習
会

八
月
七
日
か
ら
二
十
九
日

ま
で
、
十
二
回

十
八
時
よ
り
二
十
一
時

と
こ
ろ
大
村
市
中
央
公
民
館

対
象

一
般
社
会
人
及
び
学
生

人
員

五
十
名

内
容
電
話
級
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

技
士
養
成
の
電
波
法
規

無
線
工
学
勉
学
四
十
時
間

主
催

日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
連

盟

申
込
七
月
三
十
一
日
ま
で

受
付
、
お
問
い
合
わ
せ
大
村
駅

通
り
ア
オ
パ
ラ
ジ
オ
庖

と
き
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